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け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ

(上段左から)曽宮泉溝議員却頭骨正義員h ・3え保曲事由議員七松本画夫議員ら11.内和男i議員L石井要坊識R3
本原信次議員1布津広海識員

(下段左から)平山弘識員、主屋清資議員、矢島恵子識員、山田隆一議員、下川路勲副議長、大森忠勝隷長、

勢屋康一議員、大堂圏治議員、竹井和明韓員、安部正開議員

「

い
ま
す

棚
平
成
比
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
清

森
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
町
行
政
及
び
議
会
に
対
す

大
る
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
口

訴
さ
て
、
昨
年
は
海
外
で
、
同
時
多
発
テ
ロ
や
戦
争
な
ど
悲
惨
な
事

件
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
圏
内
で
も
、
い
ま
だ
に
出
口
が
見
え

な
い
不
況
、
幼
児
虐
待
、
少
年
犯
罪
な
ど
、
暗
く
悲
し
い
事
件
が
続
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
ロ
月
1
日
に
愛
子
内
親
王
様
が
誕
生
さ
れ
ま
し
た
。

一
年
の
締

め
く
く
り
に
国
民
だ
れ
も
が
喜
び
、
心
が
和
む
思
い
を
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
本
町
は
前
町
長
の
不
祥
事
後
、
新
町
長
と
と
も
に
町
政
の
信
頼
回
復
の
た

め
、
議
会
も
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
幻
世
紀
を
迎
え
た
昨
年
は
、
人
と
自
然
の
や
さ
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
基
本
理
念

と
し
て
、
第

4
次
総
合
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
組
織
機
構
改
革
が

行
わ
れ
、
こ
ど
も
未
来
課
、
環
境
共
生
課
の
新
設
、
課
の
配
置
転
換
な
ど
が
あ
り
、
少
子

高
齢
化
、
高
度
情
報
化
、
地
方
分
権
な
ど
の
社
会
環
境
の
め
ま
ぐ
る
し
い
変
化
に
対
応
す

る
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
の
一
年
で
し
た
。

本
年
は
、
新
町
長
と
し
て
は
じ
め
て
の
予
算
編
成
で
あ
り
、
町
民
の
皆
様
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
な
る
よ
う
な
予
算
が
提
案
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
予
算
内
容
に
つ
い
て
は
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
ま
い
り
ま

す。
お
わ
り
に
、
今
年
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
よ
り
良
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

「

a 



m
k
月
定
例
会

(第

4
回
)

の
結
果
報
告

定
例
会

ロ
月
定
例
会
は
ロ
月
7
日
か
ら
お
日
ま
で
の
問

日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
内
容
及
び
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

主
な
内
容
は
、
人
権
擁
護
委

員
の
任
期
満
了
に
伴
う
推
薦
及

び
教
育
委
員
会
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
う
任
命
。

ま
た
、
図
書
館
の
広
域
的
な

利
用
を
目
的
と
し
て
、
北
九
州

市
立
中
央
図
書
館
ほ
か
二
十
六

施
設
の
利
用
と
、
岡
垣
サ
ン
リ
l

ア
イ
の
図
書
館
の
利
用
に
つ
い

て
関
係
市
町
村
で
協
議
が
行
わ

れ
ま
す
。

補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、

4

般
会
計
で
は
、
シ
ス
テ
ム
機
器

の
整
備
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
の
経
費
、
吉
木
小
学
校

の
普
通
教
室
及
び
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
室
の
整
備
な
ど
で
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
で
は
、

老
人
医
療
費
の
伸
び
に
伴
う
増

額
補
正
。

水
道
事
業
で
は
浄
水
場
の
ポ

ン
プ
取
替
な
ど
の
補
正
で
す
。

ロ
年
度
の
決
算
で
は
、
一
般

会
計
は
、
歳
入
八
十
三
億
四
千

七
百
五
万
円
、
歳
出
七
十
九
億

二
千
六
百
三
十
一
万
円
、
差
引

四
億
二
千
七
十
四
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
主
な
事
業
と
し
ま

し
て
は
、
総
務
費
で
は
、
フ
ァ

イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、

6
月
の
衆
議
院
選
挙
及
ぴ

1
月

の
町
長
選
挙
、
議
会
議
員
補
欠

選
挙
、
シ
ユ
レ
ッ
ダ
1
の
購
入
、

パ
ソ
コ
ン
の
整
備
、
サ
ン
リ
1

ア
イ
施
設
管
理
運
営
費
な
ど
で

す。
民
生
費
で
は
、
老
人
憩
い
の

家
の
整
備
、
い
こ
い
の
里
施
設

管
理
運
営
費
、
福
岡
県
介
護
保

険
広
域
連
合
事
業
の
負
担
金
な

ど
で
す
。

農
林
水
産
費
で
は
、
た
め
池

の
整
備
、
漁
港
内
の
整
備
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

土
木
費
で
は
、
町
道
の
維
持

補
修
工
事
、
公
園
整
備
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

消
防
費
で
は
、
消
防
車
庫
の

改
築
や
、
元
松
原
と
古
鍋
田
公

園
に
耐
震
性
防
火
水
槽
が
設
置

さ
れ
ま
じ
た
。

教
育
費
で
は
、
山
田
小
学
校

校
舎
改
築
工
事
や
各
小
中
学
校

の
施
設
改
修
等
が
行
わ
れ
ま
し

た。人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

(
吉
木
一
七
五
四
番
地
麻
生

洋
海
)

-・・・・・・適任

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

(
山
田
九
一
四
番
地
一
.
秋
武
重

義
)

-・・適任

岡
垣
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て

(
で
一
吉
八
一
二
番
地
一

野
中
陽

子す岡:等岡
る 垣 : の 垣
条町:ー町
例税:部立:

条:を小
例 j 改中
の:正学
一 :す校
部:る設
を:条置
改可例条同
正決 例意

-・・・・・・・・可決

北
九
州
市
立
中
央
図
書
館
ほ
か

二
十
六
施
設
の
利
用
に
関
す
る

北
九
州
市
ほ
か
十
八
市
町
村
と

の
協
議
に
つ
い
て

-・・・・・可決

岡
垣
サ
ン
リ
l
ア
イ
図
書
館
の

利
用
に
関
す
る
北
九
州
市
ほ
か

十
九
市
町
村
と
の
協
議
に
つ
い

て

-・・・・可決

平
成
日
年
度
岡
垣
町
一
般
会

計
補
正
予
算
(
第
4
号
)・

・
・
可
決

平
成
日
年
度
岡
垣
町
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
(
第
1
号
)

-・・・可決

平
成
日
年
度
岡
垣
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
(
第
2
号
)

・・・・・・・・可決

平
成
ロ
年
度
岡
垣
町
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

て

-
・
・
・
・
・
・
・
賛
成
多
数
認
定

上

、険
引

机
，

でム一アス、ンH
J
 

平
成
ロ
年
度
岡
垣
町
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て

-
・
・
認
定

平
成
ロ
年
度
岡
垣
町
老
人
保

健
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

決水平:歳築平
算道成:入資成
認事 12 :歳金 12
定 業年 :出 等年
に特度:決貸度
つ別 : 算 付
い会岡:認事岡
て計垣:定業垣

歳町:に特町:
入公:つ別住
歳共認い会宅認
出下定て計新定

-・・・・・認定

平
成
ロ
年
度
岡
垣
町
農
業
及

び
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

て

-
・
・
認
定

山
田
小
学
校
改
築
工
事
(
グ
ラ

ウ
ン
ド
整
備
工
事
)
請
負
契
約

に
つ
い
て

-・・可決

岡
垣
町
議
会
議
員
定
数
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

-・・・・・・可決

J
R
不
採
用
問
題
の
早
期
全
面

解
決
を
求
め
る
意
見
書

-・・可決

国
民
健
康
保
険
の
資
格
証
交
付

に
関
す
る
請
願
書

・
・
・
・
・
・
賛
成
少
数
不
採
択

J
R
不
採
用
問
題
の
早
期
全
面

解
決
を
求
め
る
意
見
書
に
関
す

る
請
願

-・・採択

上
水
道
・
下
水
道
の
早
急
な
設

置
を
求
め
る
陳
情
書

すセ:
る l
陳フ
{育ガ
書 l

ド:
本
格
発:
動:
に採
関択

取
下
げ
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本
ゃ

J R不採用問題の早期全面解決を求める意見書

国鉄が分割民営イじされJR会社が発足した際に、旧国鉄職員の一部がJRに採用されない、いわゆ 事
るJR採用差別事件が生じてから丸14年が経過し、不採用となった旧国鉄労働者とその家族は一日も 卒

早い解決と生活の安定を望んでいる。

この問題について、本町議会ではこれまでも「早期解決を求める意見書」を採択し、関係行政庁に

提出してきたところであるが、未だ、解決に至つてない。

このような中で、 IL 0 (国際労働機関)は、 1999年11月及び2000年11月の2回にわたり、「当事者

に満足のいく解決に早急に到達するため、 JR会社と申し立て組合間の交渉を奨励する。関係する労

働者が公正な補償を受けられるよう保証する。」ことを示した勧告をもって、日本政府に早期解決を促

した。

こうした諸情勢を受けて、各政党間関係者にあっては解決に向けた協議も始まっており、政府にお

かれでも、この機会を逃すことなく主体性をもってこの問題を早期に解決することが求められている。

よって本町議会は政府に対して この駒一刻も早い全面解決に向け一層努力山ょう 3 
強く要請する。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成13年12月25日

福岡県岡垣町議会

T 内閣総理大臣 小泉純一郎殿

今厚生労働大臣 坂口 力殿

本国土交通大臣 扇 千景殿

ゐ何日H州V<~4.0+-仲村u仲川村州神事。+仲仲州中仲村∞チ4<今、ふき。~州

上水道・下水道の早急な設置を求める陳情書

貴職におかれましては、岡垣町民の福祉の向上と民生の安定にご尽力されていますこと、深く感謝

しお礼を申し上げます。

さて、岡垣町においては近年都市機能を有した「まちづくり」を進められ、町民は文化的で清潔な

環境の中で生活をすることができるようになりました。

しかしながら、海老津区におきましては、未だ上水道の未給水地域が「小局・小西組・上組の一部J

と存在し、下水道においては、上記地域と「宝J地域が未設置であります。同じ海老津区民でありな

がら、こうしたサービスを受けられぬことは、民生の安定にほど遠く、住民間の不信感を増加させて

います。海老津区の円満な自治活動を運営していく上でも、等しく権利と義務を与えられたく思いま

す。

こうした点からも、是非とも標記施策を早急に実現していただきますよう、海老津区民を代表し陳

情いたします。

平成13年 8月29日

岡垣町議会議長 大森忠勝様

""'-">-""九九九九九九九月 .~発0';XX対 ・

a 



海
老
津
源
十
郎
線
は
、
平
成
凶

年
度
よ
り
5
カ
年
計
画
で
実
施

す
る
。

固

県

道

岡

垣

宗
像
線
の
海

老
津
宝
か
ら
白
谷
方
面
へ
の
延

長
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

園

駅
南
側
経
由
上
海
老
津

1
号
線
の
接
続
は
、
宝
地
区
住

民
の
要
望
も
強
く
、
駅
南
側
の

開
発
促
進
イ
ン
フ
ラ
事
業
で
も

あ
る
。
平
成
H
年
度
よ
り
特
開

事
業
で
、
単
年
毎
事
業
と
し
て

実
施
す
る
。

漁
業
活
性
化
と
観
光
の
振
興
に

つ
い
て

国

道
の
駅
に
つ
い
て

は
、
計
画
が
進
ん
で
い
る

が
、
海
の
駅
の
計
画
は
な

い
の
か
。

園

現
在
の
と
こ
ろ
計

画
は
し
て
い
な
い
が
、
漁

業
振
興
計
画
を
策
定
中
で
、

こ
の
中
で
考
え
て
行
き
た

い
。
進
め
る
に
あ
た
っ
て

は
、
漁
業
者
は
当
然
な
が

ら
町
全
体
が
主
体
者
意
識

で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

国

自
転
車
道
の
有
効
活
用

に
つ
い
て
何
か
取
り
組
み
が
あ

る
の
か
。

国

現
在
の
と
こ
ろ
具
体
的

な
計
画
は
な
い
が
、
県
が
海
水

浴
場
付
近
に
休
憩
所
を
整
備
し
、

ト
イ
レ
や
ペ
ン
チ
を
設
置
す
る

予
定
で
あ
る
。

通
学
合
宿
所
の
建
設
に
つ
い
て

固

通
学
合
宿
に
つ
い
て
は
、

若
潮
荘
を
利
用
し
て
い
る
が
、

建
設
の
予
定
は
な
い
の
か
。

国

若
潮
荘
で
は
利
用
面
で

機
能
で
き
な
い
た
め
、
現
在
策

定
を
進
め
て
い
る
エ
ン
ゼ
ル
プ

ラ
ン
の
内
容
を
ふ
ま
え
て
、
現

在
あ
る
町
有
地
の
有
効
活
用
に

よ
り
平
成
比
年
度
基
本
設
計
を

策
定
し
実
施
し
た
い
。

~ 

戸
切
区
内
の
安
全
対
策
に
つ
い

て固

戸
切
橋
か
ら

J
R
ガ
ー

ド
下
ま
で
の
道
路
幅
が
狭
く
て

離
合
が
大
変
で
あ
る
。
道
路
整

備
の
計
画
は
な
い
の
か
。

国

一
方
通
行
と
い
う
方
法

も
考
え
ら
れ
る
。

国

一
方
通
行
に
し
た
場
合
、

遠
賀
町
に
か
か
る
ガ
l
ド
は
見

通
し
も
悪
く
、
道
幅
も
狭
い
。

そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
を
通
ら

せ
る
の
か
。

国

一
つ
の
案
と
し
て
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

固

狭
い
場
所
で
も
離
合
場

所
を
設
け
れ
ば
よ
い
の
で
は
な

い
の
か
。

国

そ
れ
も
一
案
だ
と
思
う
。

固

離
合
場
所
を
設
置
す
る

場
合
は
ぜ
ひ
舗
装
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

園

今
後
の
検
討
課
題
に
し

た
い
。

戸
切
川
の
河
川
整
備
に
つ
い
て

固
戸
切
川
は
少
し
の
雨
で
も 下川路

増
水
し
、
近
く
に
あ
る
民
家
は

孤
立
し
て
し
ま
う
。
ま
た
、
児

童
の
登
下
校
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。
何
か
対
策
を
考
え

て
い
る
か
。

国

戸
切
川
は
県
管
理
の
河

川
で
あ
り
、
町
独
自
で
取
り
組

み
が
で
き
な
い
。
現
在
、
下
流

か
ら
拡
幅
工
事
が
行
わ
れ
て
い

る。
固

取
り
組
め
な
い
か
ら
と

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
の
か
。

園

戸
切
川
改
修
期
成
同
盟

会
の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

固

現
状
は
急
を
要
す
る
と

思
う
が
。

国
検
討
・
協
議
し
な
が
ら

対
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

学
校
評
職
員
制
度
に
つ
い
て

国

学
校
評
議
員
は
充
職
的

に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
の

カ。
国

試
行
錯
誤
で
あ
っ
た
が
、

す
べ
て
が
反
省
と
思
っ
て
い
る
。

固

評
議
員
の
定
数
を
減
ら

さ
れ
る
が
、
増
や
す
よ
り
減
ら

す
ほ
う
が
大
変
で
あ
る
。
問
題

が
発
生
す
る
の
で
は
な
い
の
か
。

園

削
減
の
対
象
者
に
は
失

礼
が
な
い
よ
う
に
指
導
し
て
い

ノ、。
ま
た
、
反
省
点
を
把
握
し
、

み
の
り
あ
る
評
議
員
制
度
と
、

か
た
ち
だ
け
の
「
こ
ど
も
山
番
」

に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い

。
，《、



の
丘
陵
地
が
望
ま
し
い
。

園

環
境
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
事
業
だ
か
ら
ぜ
ひ
設
置
し
た

、ν
民
間
に
動
き
が
あ
れ
ば
協
議

検
討
し
て
い
き
た
い
。

国

岡
垣
に
は
、
い
ち
ご
や

ぶ
ど
う
・
ぴ
わ
な
ど
の
特
産
品

が
あ
る
。
道
の
駅
が
建
設
さ
れ

れ
ば
販
売
路
の
拡
大
と
岡
垣
町

の
ブ
ラ
ン
ド
が
ア
ッ
プ
す
る
。

ま
た
、
穀
物
と
し
て
大
豆
の

生
産
に
取
り
組
ん
で
い
る
農
業

者
が
増
加
し
て
い
る
。
健
康
食

品
に
な
る
作
物
で
あ
る
、

0
総
合
計
翻
の
嚢
嬰
課
題
の

J

豆
腐
や
納
豆
と
し
て
町
民

取

り

組

み

に

つ

い

て

」
に
提
供
で
き
な
い
か
。

¥

岡山園

大
一
旦
生
産
は
町
と

し
て
も
支
援
し
て
い
く
。
農
業

者
と
も
話
し
合
っ
て
い
く
。

圏

中
心
市
街
地
の
活
性
化

は
駅
前
情
報
セ
ン
タ
ー
の
建
設

が
突
破
口
だ
と
位
置
づ
け
て
き

た
が
変
わ
ら
な
い
か
。

圏

中
心
市
街
地
は
海
老
津

駅
前
や
そ
の
周
辺
を
岡
垣
町
の

玄
関
口
と
し
て
町
づ
く
り
の
視

点
か
ら
捉
え
て
い
く
。
周
辺
整

備
は
情
報
セ
ン
タ
ー
に
関
わ
り

な
く
実
行
し
て
い
き
た
い
。

が
え
の
な
い
自
然
環
境
を
象
徴

す
る
事
業
と
し
て
、
風
力
発
電

の
設
置
が
あ
が
っ
て
い
た
が
、

そ
の
後
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の

4
N
 

国

「
道
の
駅
」
の
整
備
が
予

定
さ
れ
て
い
る
什
王
堂
で
風
力

発
電
フ
ィ
ル
ド
テ
ス
ト
事
業
を

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
技
術
総
合

開
発
機
構
に
申
請
し
、
調
査
し

た
と
こ
ろ
風
速
が
足
り
ず
、
だ

め
に
な
っ
た
。

固

申
請
地
が
適
当
で
な
か
っ

た
。
直
接
風
が
当
た
る
海
岸
線

木原

総
合
計
画
の
重
要
課
題
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

国

環
境
基
本
条
例
の
骨
子

と
な
る
も
の
は
何
か
。

国

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ

豊
か
な
環
境
を
将
来
の
世
代
に

継
承
し
て
い
く
た
め
、
町
・
事

業
者
・
町
民
が
連
携
し
、
協
力

し
あ
っ
て
良
好
な
環
境

を
築
き
あ
げ
る
こ
と
で

あ
る
。

固

岡
垣
町
の
か
け

》

町
営
駐
車
場
の
管
理
運
営
に
つ

い
て

固

現
在
町
営
駐
車
場
の
管

理
は
遠
賀
郡
高
齢
者
事
業
団
に

委
託
さ
れ
て
い
る
が
、
岡
垣
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託

す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

理
念
で
あ
る
、
自
主
・
自
立
の

も
と
叩
年
が
経
過
し
、
そ
ろ
そ

ろ
考
え
る
時
期
が
き
て
い
る
と

思
う
。
ま
た
、
特
定
地
域
開
発

就
労
事
業
等
制
度
事
業
者
の
退

職
後
の
受
け
皿
と
し
て
き
た
こ

の
制
度
事
業
も
、
暫
定
的
で
は

あ
る
が
平
成
日
年
度
に
は
終
了

す
る
予
定
で
あ
り
、
契
約
は
終

わ
る
の
で
は
な
い
の
か
。

国

町
営
駐
車
場
は
昭
和
田

年
に
開
始
さ
れ
、
当
時
は
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
な
く
、

就
労
対
策
の
受
け
皿
と
し
て
高

齢
者
事
業
団
に
委
託
し
た
。

高
齢
者
事
業
団
と
の
関
係
は

歴
史
的
経
緯
を
経
て
、
現
在
に

至
っ
て
お
り
、
今
後
は
、
岡
垣

a 

山田

町
中
心
市
街
地
活
性
化
の
整
備

の
進
捗
状
況
を
視
野
に
入
れ
な

が
ら
対
応
し
た
い
。

町
有
地
で
あ
る
海
老
津
中
山
の

活
用
に
つ
い
て

固

海
老
津
中
山
の
土
地
が

初
年
以
上
も
そ
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
町
の
財
政
負

担
も
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
活

用
す
る
よ
う
な
計
画
は
あ
る
の

4
M
 

園

後
は
岡
垣
町
緑
の
基
本
計
画
の

中
で
緑
化
推
進
重
点
地
域
に
設

定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
緑
地
整

備
を
行
な
い
、
活
用
す
る
の
か
、

ま
た
民
間
の
開
発
等
を
活
用
し
、

払
い
下
げ
る
の
か
調
査
・
検
討

し
た
い
。

問国

1
日
も
は
や
く
、
形
の

見
え
る
よ
う
に
努
力
し
て
も
ら

U
た
い
。

昭
和
田
年
に
都
市
計
画

0
町
営
駐
車
場
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

o
町
有
地
で
あ
る
海
老
津
中
山
の

活
用
に
つ
い
て

道
路
の
買
収
条
件
と
し
て
購
入

し
た
が
、
進
入
道
路
も
狭
く
宅

地
と
し
て
の
利
用
は
無
理
で
は

な
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
今



.股質問~
公
共
工
事
に
つ
い
て

固

公
共
工
事
は
住
民
の
税

金
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

行
政
の
管
理
・
監
督
・
検
査
は

ど
の
よ
、
つ
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

園

工
事
施
行
は
、
業
者
の

責
任
施
行
を
基
本
に
実
施
し
て

い
る
。ま

た
、
監
督
、
竣
工
検
査
は

課
長
及
び
係
り
が
現
場
確
認

や
工
事
写
真
、
関
係
書
類
等

に
よ
り
行
っ
て
い
る
。

固

A
業
者
の
申
告
に
よ
っ

て、

B
業
者
に
よ
る
工
事
写
真

の
改
ざ
ん
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
町
の
財
務
規
則

に
照
ら
し
て
完
成
品
の
検
収
が

妨
害
さ
れ
た
と
い
う
重
大
問
題

だ
。
ど
の
よ
う
に
処
置
し
た
の

カ国

B
業
者
は

3
カ
月
の
指

名
停
止
処
分
に
し
た
。

A
業
者
も
改
ざ
ん
写
真
を
撮

ら
せ
た
の
で

1
カ
月
の
指
名
停

止
処
分
に
し
た
。

国

管
理
・
監
督
責
任
の
あ

る
行
政
の
責
任
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
た
の
か
。

弘議員平山

し
く
戒
め
な
い
と
、
け
じ
め
も

つ
か
ず
、
責
任
も
果
た
せ
な
い
。

園

厳
重
に
公
共
工
事
を
行
っ

て
い
く
。
職
員
、
業
者
に
は
厳

し
く
指
導
し
て
い
く
。

町
有
地
に
つ
い
て

国

防
火
水
槽
が
埋
設
さ
れ

て
い
る
町
有
地
は
行
政
財
産
か

普
通
財
産
か
。

国

今
は
確
認
し
て
な
・
い
が
、

公
共
の
用
に
供
す
る
も
の
だ
か

ら
行
政
財
産
と
し
て
の
位
置
づ

け
を
し
て
い
き
た
い
。

固

普
通
財
産
の
処
分
の
基

準
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

国

売
却
す
る
こ
と
が
町
の

財
政
上
効
率
的
に
目
的
を
達
成

で
き
る
と
考
え
る
場
合
は
、
売

却
す
る
こ
と
も
あ
る
。

売
却
す
る
場
合
は
、
地
方
自

治
法
に
基
づ
い
て
公
開
入
札
、

随
意
契
約
も
あ
る
し
、
隣
接
す

る
人
に
売
却
す
る
こ
と
も
あ
る
。

固

町
有
財
産
の
維
持
管
理

の
委
託

・
貸
付

・
処
分
を
財
務

規
則
に
基
づ
い
て
行
い
、
住
民

の
中
に
不
和
を
つ
く
り
出
し
て

は
な
ら
な
い
。

園

職
員
に
も
十

分
な
注
意
を
促
し
、

厳
重
な
監
督
を
し
て

い
き
た
い
。

ま
た
、
業
者
に
も

研
修
会
、
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
を
通
し
て
指
導

し
て
い
く
。

固

行
政
と
し
て

責
任
を
明
確
に
す
る

こ
と
。
町
長
及
び
課

長
は
自
分
自
身
を
厳

観
光
関
連
施
設
の
轄
葡
・
充
実
・

P
R
に
つ
い
て

固

波
津
海
水
浴
場
周
辺
の

観
光
施
設
の
整
備
や
、
観
光
客

の
誘
動
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

国

県
が
整
備
し
て
い
る
遠

賀
宗
像
自
転
車
道
の
開
通
に
伴

い
、
休
憩
所
に
駐
車
場
や
ト
イ

レ
、
ベ
ン
チ
な
ど
が
設
置
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

海
水
浴
場
の
休
憩
所
を
活
か

し
な
が
ら
、
周
年
利
用
で
き
る

方
法
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
町

の
文
化
財
な
ど
を
大
切
に
し
た

観
光
開
発
を
行
い
、
文
化
財
を

め
ぐ
る
よ
う
な
観
光
コ
ー
ス
や
、

観
光
ガ
イ
ド
な
ど
の
実
現
に
つ

い
て
も
考
え
た
い
。

楽
し
く
学
べ
る
環
境
“つ
く
り
に

つ
い
て

国

青
少
年
健
全
育
成
事
業

ゃ
、
生
涯
学
習
な
ど
に
供
す
る

宿
泊
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
の

考
え
は
あ
る
の
か
。

国

少
子
化
対
策
を
重
点
課恵子議員

題
と
し
て
、
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン

を
策
定
中
で
あ
る
が
、
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
て
、
多
目
的
に
活

用
で
き
る
新
た
な
施
設
の
整
備

を
計
画
す
る
。

平
成
比
年
に
基
本
計
画
を
作

成
し
、
建
設
場
所
は
町
有
地
の

有
効
活
用
を
考
え
て
い
る
。

固

少
子
高
齢
化
社
会
を
見

据
え
た
、
学
校
区
の
見
直
し
に

つ
い
て
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

園

現
在
、
校
区
の
児
童
数

は
流
動
的
で
、
大
変
難
し
い
と

考
え
て
い
る
が
、
平
成
日
年
3

月
に
策
定
し
た
岡
垣
町
教
育
基

本
構
想
に
明
記
し
て
い
る
と
お

り
、
校
区
割
や
通
学
方
法
に
つ

矢島

い
て
、
改
め
て
将
来
見
直
す
こ

と
も
視
野
に
入
れ
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
う
。

国

男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て
の
、
啓
発
学
習

の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

国

社
会
教
育
に
お
け
る
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
日
向

け
て
の
啓
発
は
、
公
民
館
事
業

と
し
て
、
女
性
セ
ミ
ナ
ー
等
で

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
来
年
度

は
夜
間
学
習
の
場
の
啓
発
を
企

画

・
計
画
し
て
い
る
。



財
政
問
題
に
つ
い
て

固

景
気
の
長
期
低
迷
や
急

激
な
高
齢
化
の
進
化
に
よ
り
、

財
源
問
題
が
地
方
行
政
に
よ
り

大
き
な
影
響
を
与
え
、
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
町
長

は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

の
か
。

国

深
刻
な
重
要
問
題
と
し

て
認
識
し
て
お
り
、
今
後
の
行

政
運
営
の
困
難
さ
を
痛
感
し
て

い
る
。

同l!1.:'7I .l .J1:~命日
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圏冶輯員

0
財
政
問
題
に
つ
い
て

大堂

固

第

4
次
総
合
計
画
の
柱

と
し
て
「
住
民
と
行
政
の
協
働

に
よ
る
町
づ
く
り
の
推
進
」
を

掲
げ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は

町
民
に
財
政
情
報
も
積
極
的
に

開
示
し
て
い
く
べ
き
と
思
う
が
、

考
え
は
ど
う
か
。

圏

財
政
情
報
の
現
状
も
今

後
の
計
画
に
つ
い
て
も
、
積
極

的
に
開
示
し
て
共
有
し
て
い
き

た
し
。

固

町
は
負
債
が
約
百
三
十

億
円
(
町
民
一
人
当
た
り
約
四

十
一
万
五
千
円
)
あ
る
が
、
借

入
先
、
金
利
、
償
還
計
画
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

-・・.

「実樹計画書と予算書」
岡垣の味来が詰まっている。
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国

計
画
的
に
確
実
に
償
還

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

固

町
は
目
的
別
に
約
六
十

二
億
円
の
積
立
基
金
が
あ
り
、

H
年
度
か
ら
実
施
の
ベ
イ
オ
フ

制
度
へ
の
対
策
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

国

安
全
運
用
を
図
る
た
め

に
、
真
剣
に
対
策
案
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

固

町
民
に
負
債
や
資
産
な

ど
を
公
開
す
る
た
め
に
、
総
務

省
が
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成

と
活
用
を
す
す
め
て
い
る
が
、

こ
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

園

関
係
者
で
十
分
検
討
し

て
、
作
成
、
活
用
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

固

予
算
編
成
は
、
前
年
度

実
績
や
各
課
の
積
み
上
げ
、
そ

し
て
幹
部
調
整
と
い
う
手
法
を

ベ
l
ス
と
し
て
い
る
が
、
最
善

の
手
法
を
検
討
し
、
見
直
す
考

え
は
な
い
の
か
。

国

現
在
の
手
法
も
定
着
し
、

良
い
方
法
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、

今
後
も
ペ
ス
ト
を
目
指
し
て
い

ろ
い
ろ
検
討
し
て
い
き
た
い
。

‘ ~ 

児
童
の
権
利
条
約
に
つ
い
て

固

今
、
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
不
登
校
、
ひ
き
こ
も
り
、

い
じ
め
、
学
級
崩
壊
、
親
に
よ

る
虐
待
、
少
年
非
行
、
性
の
商

業
化
に
よ
る
影
響
な
ど
、
子
ど

も
を
取
り
巻
く
状
況
は
深
刻
で

あ
る
。こ

れ
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
の

権
利
が
守
ら
れ
て
い
な
い
具
体

的
な
実
態
で
あ
り
、
そ
う
い
う

状
況
の
中
で
、
こ
ど
も
未
来
課

が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は

子
ど
も
に
対
す
る
施
策
の
充
実

へ
の
決
意
の
表
れ
だ
と
思
う
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
権
利
条

約
を
き
ち
ん
と
課
設
置
の
意
義

に
位
置
付
け
る
必
要
が
あ
る
。

ニ
ど
も
未
来
課
設
置
の
目
的
と

意
義
は
何
か
。

園

今
日
の
行
政
課
題
と
な
っ

て
い
る
少
子
高
齢
化
対
策
の
充

実
を
図
る
視
点
か
ら
学
童
保
育

a 

本一
1

-戸
市

所
に
関
す
る
子
育
て
支
援
策
や

児
童
育
成
計
画
、
い
わ
ゆ
る
地

方
版
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
の
策
定

か
ら
実
行
へ
の
取
り
組
み
な
ど

を
効
率
的
に
進
め
る
た
め
に
新

設
し
た
。

国

課
設
置
の
意
義
及
び
今

後
の
こ
ど
も
に
対
す
る
政
策
推

進
に
関
し
て
、
権
利
条
約
を
き

ち
ん
と
位
置
付
け
て
こ
そ
、
町

長
の
政
策
的
な
願
い
が
町
民
の

皆
様
に
輝
い
て
見
え
る
の
で
は

な
い
の
か
。

。
児
童
の
権
利
条
約
に
つ
い
て

未来をになうこども達、張、T議:く環境が大切

国

議
員
の
言
わ
れ
る
よ
う

に
権
利
条
約
を
位
置
付
け
る
。

固

今
後
の
取
り
組
み
等
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

国

こ
ど
も
未
来
課
を
総
合

窓
口
と
位
置
付
け
、
各
行
政
部

門
の
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
、

効
率
的
に
す
す
め
て
い
き
た
い
。

国

学
校
給
食
や
保
育
所
の

民
間
委
託
問
題
が
行
政
改
革
推

進
委
員
会
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

行
政
改
革
推
進
委
員
会
な
ら

び
に
町
長
に
対
し
て
、
コ
ス
ト

論
で
は
な
く
、
権
利
条
約
の
視

点
か
ら
十
分
に
検
討
さ
れ
る
こ

と
を
強
く
求
め
る
。



O
今
後
の
農
業
行
攻
に
つ
い
て

O
青
少
年
の
社
会
教
育
に
つ
い
て

保
護
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
通
学

合
宿
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
指

導
者
の
苦
労
で
回
を
増
す
ご
と

に
、
子
ど
も
が
主
体
の
活
動
に

な
っ
て
き
た
こ
と
は
、
一
定
の

理
解
を
し
て
い
る
。
そ
こ
で
育

成
会
・
子
ど
も
会
等
、
各
団
体

の
活
動
を
支
援
す
る
指
導
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
す
べ
き
で
は
な
い

の
か
。

国

現
状
は
考
え
て
い
な
い

が
、
来
年
度
に
向
け
て
、
子
ど

も
が
主
体
で
、
大
人
が
支
援
す

る
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
。

今
後
の
農
業
行
政
に
つ
い
て

固

農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
農
産
物
輸
入
の
増
大
に
伴

う
全
般
的
な
価
格
の
下
落
、
米

作
に
お
い
て
は
四
十
パ
ー
セ
ン

ト
の
減
反
と
、
大
変
厳
し
い
状

況
に
あ
る
が
、
国
は
食
料
自
給

率
の
向
上
の
た
め
、
農
地
を
守

れ
と
い
う
農
地
法
の
規
制
を
か

け
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

国
策
で
あ
る
農
業
構
造
改
革

の
中
、
集
積
農
業
化
を
推
進
し

て
い
る
が
、
当
町
は
集
落
営
農

組
合
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
短
期
的
な
施
策
で
は

な
い
の
か
。
ま
た
何
が
原
因
な

の
か
。

国

農
業
従
事
者
は
高
齢
者

が
多
い
た
め
、
長
期
的
に
は
維

持
が
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

固

今
後
は
、
集
積
農
業
化

が
進
む
な
か
、
生
産
組
合
員
の

司‘伊
市津広j毎識員
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減
少
に
伴
い
、
休
耕
田
、
農
道
、

た
め
池
等
の
保
全
が
難
し
く
な

る
の
で
は
な
い
の
か
。

園

今
後
の
農
業
行
政
に
つ

い
て
は
、
基
本
的
に
は
第
4
次

総
合
計
画
に
沿
っ
た
施
策
を
推

進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

膏
少
年
の
社
会
教
育
に
つ
い
て

国

最
近
、
若
い
夫
婦
に
よ

る
幼
児

・
児
童
虐
待
が
お
き
て

い
る
の
は
、
環
境
の
変
化
に
よ

る
も
の
で
、
核
家
族
に
よ
る
兄

弟
愛
、
縦
社
、

会
の
対
応
の

¥

低
下
等
に
よ

る
も
の
で
あ

¥

る。
原
因
と
し

て
考
え
ら
れ

る
こ
と
は
連

帯
感
、
協
調

性
、
苦
難
を

λ
J

克
服
す
る
力

の
低
下
で
あ

る
と
思
わ
れ

る
。
そ
こ
で

親
の
干
渉
の

し
過
ぎ
、
過

シ/

社
会
教
育
施
設
と
サ
ン
リ
l
ア

イ
に
つ
い
て

固

社
会
教
育
(
体
育
)
施

設
及
び
岡
垣
サ
ン
リ
1
ア
イ
の

年
間
の
利
用
状
況
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

園

町

立
公
民
館
は
年
間
約

十
二
万
人
、
社
会
教
育
施
設
約

二
十
一
万
人
、
サ
ン
リ
l
ア
イ

約
二
十
六
万
人
が
利
用
し
て
い

る。
園

町

の
各
施
設
と
サ
ン
リ
1

ア
イ
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
見

て
い
る
の
か
。

国

岡
垣
サ
ン
リ
l
ア
イ
は
、

住
民
の
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
拠
点
と
し
て
整
備
し
て
き
た

が
、
社
会
教
育
施
設
と
と
も
に

「
底
辺
の
拡
大
」

「活
動
の
充
実
」

を
基
本
と
し
て
、
連
携
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

固

ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
を

も
っ
と
有
効
に
利
用
で
き
な
い

の
か
。

国

現
在
の
ア
リ
ー
ナ
は

2

面
割
に
で
き
る
が
、
今
後
4
面 石井

割
で
使
用
で
き
る
よ
う
に
考
え

て
い
く
。

固

サ
ン
リ
l
ア
イ
は
、
町

の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
し
て
お
り
、

町
民
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い

と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
町

民
が
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
・
講

演

・
行
事
等
で
は
、
駐
車
場
の

確
保
も
難
し
い
。
交
通
の
利
便

性
に
つ
い
て
の
考
え
は
あ
る
の

A
M

。
国

担
当
課
と
今
後
の
対
策

を
十
分
検
討
し
て
い
く
。

町
立
公
民
館
に
つ
い
て

田

中
央
公
民
館
の
年
間
利

用
者
が
三
万
四
千
人
、
町
民
陶

芸
所
が
四
千
六
百
人
と
多
く
の

人
が
利
用
し
て
い
る
。

し
か
し
、
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
の

利
用
者
は
年
間
六
十
人
で
あ
る
。

こ
の
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
を
、
駐
車

場
な
ど
に
有
効
活
用
が
で
き
な

い
の
か
。

国

財
政
的
な
面
が
出
て
く

る
の
で
、
執
行
部
と
協
議
し
て

考
え
て
い
く
。

同

固

執
行
部
と
教
育
委
員
会

と
協
議
・
検
討
さ
れ
、
前
向
き

に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
中
央
公
民
館
ぬ
男
子

ト
イ
レ
の
増
設
及
び
幼
児
が
使

用
で
き
る
よ
う
に
改
善
を
願
う
。



l 被:民主購l
合
併
問
題
に
つ
い
て

固

「
合
併
は
、
住
民
が
豊

か
な
暮
し
を
お
く
る
た
め
の
有

効
な
手
段
」
と
の
認
識
が
町
長

に
あ
る
の
に
、
な
ぜ

3
町
合
併

に
踏
み
込
め
な
い
の
か
、
そ
の

理
由
は
何
か
。

園

芦
屋
町
が
参
加
し
な
い

か
ら
と
い
っ
て
、
即
座
に
岡
垣
、

水
巻
、
遠
賀
町
の

3
町
で
合
併

を
進
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
に

は
な
ら
な
い
。

必
要
な
時
期
が
く
れ
ば
、
い

ろ
い
ろ
な
選
択
肢
を
含
め
て
検

討
す
べ
き
と
考
え
る
。

固

必
要
な
時
期
と
は
い
つ

の
こ
と
な
の
か
。

国

私
が
必
要
と
思
う
と
き

が
時
期
で
、
今
は
、
明
確
に
答

え
ら
れ
な
い
。

固

い
ろ
い
ろ
な
選
択
肢
と

は
何
か
。

園

2
町
と
か
も
考
え
ら
れ

な
い
こ
と
は
な
い
し
、

3
町
と

か
も
考
え
ら
れ
る
。
財
政
力
を

考
え
、
固
定
的
な
考
え
は
な
い
。

難
病
対
策
に
つ
い
て

固

9
月
定
例
会
で
の
答
弁

で
「
平
成
比
年
度
か
ら
特
定
疾

患
医
療
費
の
患
者
負
担
へ
の
支

援
策
と
し
て
、
見
舞
金
制
度
を

創
設
す
る
方
向
で
進
め
る
」
と

し
て
い
た
が
具
体
的
な
方
法
を

聞
か
せ
て
も
ら
い
た
い
。

国

平
成
凶
年
度
の
予
算
審

議
で
、
承
認
が
得
ら
れ
る
な
ら

「
岡
垣
町
特
定
疾
患
患
者
見
舞

金
支
給
要
綱
」
を
定
め
、
毎
年

ロ
月
に
患
者
一
人
あ
た
り
一
万

二
千
円
の
見
舞
金
を
支
給
し
た

iv 

町
行
政
の
運
営
に
つ
い
て

国

行
政
の
組
織
体
制
づ
く

り
で
、
ど
の
よ
う
な
組
織
づ
く

り
を
し
た
の
か
、
そ
の
成
果
は

ど
う
か
。

国

平
成
立
，
6
月
4
日
に

第
4
次
総
合
計
画
を
実
施
す
る

た
め
、
平
成
日
年
度
か
ら
ロ
年

度
に
か
け
て
事
務
事
業
の
実
態

調
査
、
課
長
、
係
長
の
個
別
ヒ

ヤ
リ
ン
グ
等
を
実
施
し
、
行
政

の
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、
機
構
の
見

直
し
を
し
た
。

再
編
は
、

6
カ
月
を
経
過
し

た
ば
か
り
で
、
各
課
の
事
務
量

等
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
等
を
実
施
し

な
が
ら
検
証
し
、
問
題
が
あ
れ

ば
改
善
す
る
。

国

各
課
長
・
係
長
の
大
幅

な
異
動
で
、
第
4
次
総
合
計
画

は
実
施
で
き
る
の
か
。

圏

組
織
改
革
、
人
事
異
動

で
事
務
事
業
に
支
障
が
出
な
い

よ
、
つ
に
し
て
い
る
。

r、

a 

O
町
行
政
の
運
営
に
つ
い
て

固

欠
員
が
出
て
い
る
室
、

課
は
、
過
重
労
働
に
な
っ
て
い

な
い
の
か
。

国

少
数
精
鋭
で
努
力
を
願
っ

て
い
る
。

国

東
部
出
張
所
は
、
所
長

と
臨
時
職
員
の
2
人
だ
が
、
所

長
が
休
暇
を
と
っ
た
と
き
の
対

応
で
何
か
問
題
は
生
じ
て
い
な

い
の
か
。
ま
た
、
高
齢
者
が
多

い
だ
け
に
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を

怠
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

園

機
構
改
革
後
、
問
題
は

生
じ
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
る

が
、
所
長
の
不
在
の
と
き
は
総

務
課
が
責
任
を
持
っ
て
対
応
し

て
い
る
。

園

町
民
と
の
対
話
行
政
に

つ
い
て
、
町
長
は
町
民
の
目
線

で
、
地
域
の
人
と
対
話
す
る
と

言
っ
て
い
る
が
、
経
過
を
聞
き

た
し
。

園

昨
年

8
月
か
ら
、
各
種

団
体
と
の
意
見
交
換
を
実
施
し

て
い
る
。

国

各
種
団
体
だ
け
で
な
く
、

各
区
の
隣
組
長
会
議
が
、
月
に

l
度
は
開
催
さ
れ
て
い
る
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
。

園

山
月
か
ら
、
町
長
と
語

る
町
づ
く
り
特
別
講
座
も
あ
り
、

対
話
を
進
め
て
い
く
。



人
材
の
評
価
と
研
修
に
つ
い
て

固

「
人
材
と
は
」
、
町
長
の

考
え
を

国

広
辞
苑
で
は
「
才
能
あ

る
人
物
」
「
役
に
立
つ
人
物
」

と
な
っ
て
い
る
が
、
本
町
で
は

次
の
と
お
り
位
置
づ
け
て
、
人

材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

行
政
組
織
の
目
的
は
、
地
域

住
民
の
信
託
に
基
づ
き
、
課
題

を
解
決
し
な
が
ら
、
住
民
福
祉

の
向
上
と
地
域
の
振
興
を
図
る

こ
と
で
す
。
特
に
、
地
方
分
権

の
推
進
に
よ
り
、
自
治
体
は
自

ら
考
え
、
地
域
に
あ
っ
た
施
策

を
展
開
す
る
「
政
策
自
治
体
」

へ
の
転
換
が
迫
ら
れ
て
い
る
。

行
政
組
織
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
に
は
、
組
織
の
構
成
員
で

あ
る
職
員
の
能
力
を
最
大
限
に

国 をえ 固
進で

検め、人
討る郡材

す考内芸
モ在荷示

かマ$ζ

山人研
の事修
か交の
。 流 考

曽宮

子
育
て
マ

ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り
に

つ
い
て

因

子
ど
も
の
健
全
育
成
の

た
め
、
子
育
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

つ
く
り
、
配
布
す
る
考
え
は
な

し
・
カ
。

国

子
育
て
の
課
題
の
内
容

は
、
複
雑
で
広
範
囲
に
ま
た
が
っ

て
い
る
。
こ
ど
も
未
来
課
で
は

母
子
相
談
、
育
児
相
談
、
健
康

診
断
、
健
康
相
談
等
を
実
施
し

て
お
り
、
そ
の
際
に
、
参
考
資

料
と
し
て
適
切
な
手
引
と
な
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
本
を
無
料
配

布
し
、
子
育
て
に
役
立
て
て
も

ら
っ
て
お
り
、
十
分
に
役
割
を

果
た
し
て
い
る
と
思
う
。

新
た
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
、
配
布
す
る
考
え
は
な
い
。

サ
ン
リ
l
ア
イ
の
管
理
・
運
営

に
つ
い
て

ム土屋

固

サ

7
1
3の
管
理

・

運
営
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

国

側
サ
ン
リ
l
ア
イ
管
理

公
社
が
管
理
運
営
を
行
っ
て
い

る。
固

サ
ン
リ
1
ア
イ
に
職
員

を
何
名
派
遣
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
今
後
は
サ
ン
リ
l
ア

イ
職
員
だ
け
で
の
運
営
に
つ
い

て
の
考
え
は
な
い
の
か
。

園

サ
ン
リ
l
ア
イ
に
は

4

守くV拠点施、設サンリーアイは 8年が経過した

名
の
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
。

今
後
は
徐
々
に
職
員
を
減
ら
し
、

サ
ン
リ
l
ア
イ
職
員
自
ら
で
運

営
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
交

替
が
支
障
な
く
進
む
か
ど
う
か

が
課
題
で
あ
る
。

圏

第
4
次
総
合
計
画
の
具

体
的
施
策
に
つ
い
て
の
実
施
は

い
つ
ご
ろ
な
の
か
。

国

本
年
中
に
本
庁
舎
を
含

め
た
サ
ン
リ
l
ア
イ
周
辺
を
文

化
交
流
拠
点
と
し
て
、
ど
の
よ

う
に
と
ら
え
る
か
、
今
後
の
方

向
性
を
打
ち
出
し
た
い
。

.. 



三里松原の松葉かき

ふれあいスポーツデー

和
歌
山
市
の
雑
賀
崎
漁
協
を
行
政
視
察

(
経
済
建
設
常
任
委
員
会
)

「手をつなぐ親の会」との親睦

京都市の保育所公設民営方式について行政視察
(文教厚生常任委員会)

鰻
会
の
活
性
化

夢
と
希
望
を
託
し
た
幻
世
紀
の
ス
タ
ー
ト
は
、

「
戦
」
と
い
う
字
で
世
相
が
表
現
さ
れ
る
よ
う

に
、
暗
く
て
失
望
の
幕
開
け
と
な
っ
た
。

日
本
国
内
が
景
気
の
低
迷
と
少
子
高
齢
化
で

財
源
不
足
に
陥
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
行
財
政

改
革
の
議
論
が
巻
き
起
こ
っ
て
い
る
。
地
方
行

政
に
と
っ
て
も
財
政
問
題
は
深
刻
化
し
、
行
政

コ
ス
ト
の
削
減
や
、
効
率

・
能
率
化
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
き
た
。
町
議
会
に
お
い
て
も
、

多
様
化
す
る
福
祉
・
安
全
、
生
活
の
向
上
を
図

る
た
め
に
、
大
き
な
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、

活
性
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

議
会
活
動
の
現
状
を
見
直
し
、
新
し
い
発
想

で
、
議
会
の
あ
り
か
た
を
全
員
で
協
議
・
実
践

し
て
い
く
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。
重
要

施
策
の
最
終
決
定
や
行
財
政
の
運
営
と
事
務
処

理
の
監
視
と
い
う
議
会
の
お
お
き
な
役
割
と
責

任
を
十
分
に
果
た
す
た
め
に
全
員
で
研
究
し
て

い
き
た
い
。

こ
の
こ
と
が
、
住
民
の
信
頼
に
応
え
、
議
会

の
権
威
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
道
だ

と
自
覚
し
て
い
ま
す
。
議
会
全
員
で
協
力
し
て
、

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

議
会
広
報
委
員
会

委

員

長

下

川

路

委

員

勢

屋

委

員

大

堂

委

員

矢

島

委

員

山

田

隆恵国康

大
堂
圏
治

一子治一勲
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